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１ 

Ⅰ 坂元校区のすがた 

 １ 校区の概要 

    本校区は鹿児島市北部に位置し、古くは鹿児島郡伊敷村下伊敷と吉野村坂元の一部に属

していた。西暦１２００年代中ごろに鹿児島郡司であった矢上国秀により矢上城（催馬楽

城）が築城され、１３００年代の南北朝時代には、矢上高純と守護島津貞久との間で激し

い戦いが繰り広げられた地でもある。 

    鹿児島市の人口増加に伴う市街地後背地の住宅地として、昭和４５年（1970 年）３月か

ら昭和４８年（1973 年）３月にかけて、鹿児島開発事業団により玉里団地の造成工事が行

われ、完成後は若い世代を中心に住宅建設が進み人口が急激に増加した。昭和４９年（1974

年）開校の坂元小学校は、昭和５４年（1979 年）には児童数が２０００人を超えた。 

    当時は、団地内に様々な店舗が多数存在し、商店街も賑わいを見せていたが、近年住民

の高齢化等により最盛期の賑わいはないものの、市の中心部から近く交通の便もよいこと

から、現在までのところ団地内世帯数の減少は小幅なものにとどまっている。また、造成

前からの「明ケ窪」「七窪」の２町内には豊富な湧水があり、「七窪水源地」は、今でも鹿児

島市の水源として大きな役割を担っている。 

    平成２８年（2016 年）８月に発足し、１０町内会をはじめ各種団体により構成されてい

る「坂元校区コミュニティ協議会」では、新型コロナウイルス蔓延による事業の縮小や中

止はあるものの、大きく変化しつつある時代の中で、地域住民の生活環境の維持・改善や

交流・親睦、健康・体力づくり、安心・安全な地域づくり、あいご会活動の支援、高齢者の

見守りなどの様々な活動を進めている。 

２ 校区の人口推移 

 （１） 世帯数・男女別人口推移【国勢調査より】     ※各年度の１０月１日調べ 

年 度 

 

世帯数 
人 口 

総 数 男 女 

２００５年（平成１７年） ２，９８６ ７，５９３  ３，４３０  ４，１６３ 

２０１０年（平成２２年） ３，０４７  ７，４７６  ３，３９１  ４，０８５ 

２０１５年（平成２７年）  ２，９６５  ７，１３３  ３，２４７  ３，８８６ 

２０２０年（令和 ２年）  ２，９２７  ６，５２６  ２，９５２  ３，５７４ 

 （２）小学校区年齢人口（１０歳階級）【国勢調査】 ※一部５歳階級 

 
H17 665 776 827 949 880 1216 1216  785 164 114 

H22 665 765 578 917 911  956 1299  991 226 161 

H29 612 702 441 726 944  857 1162 1051 376 216 

R 2 431 659 356 445 889  822  879 1124 387 348 
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【坂元校区町内会】 

玉里団地１丁目 

・西第二町内会  

・西第三町内会  

・西第四町内会  

玉里団地３丁目 

・東二区町内会  

・東三区町内会  

・第一市営住宅 

・第二市営住宅 

 

・若葉町町内会 

・明ケ窪町内会 

・七窪町内会 

 

明ケ窪 

七 窪 

ひがし台 

若葉町 

第一市住・第二市住 

 

西第四 

西第二 

東二区 

東三区 

西第三 

坂元校区公民館 

   ▼①       

坂元小学校⓶ 坂元中学校⓷ 

  

写真 

 

写真 

校区公民館（事務所）⓵ 

 

３ 校区の地図 

  

玉里団地福祉館 

      ▼➃      

 

玉里団地福祉館⓸ 

② 
③ 



監  事 

Ⅱ 坂元校区コミュニティ協議会 

１ 設 立  平成２８年８月２８日（日） 

２ まちづくりの目標  『 笑顔とあいさつ 未来に拓く坂元 』 

３ 運営方針 

（１） 明るい笑顔であいさつを交わし合う心豊かな校区民は、安心してコミュニケーションが

図られる。絆を強め、連帯感を深め合い、校区民が一体となって活動する場を提供する。 

（２） 校区民が心を一つにして、共助、協力の態勢で活力あるまちづくりをめざし、その実現

に努力を惜しまない雰囲気を醸成することに努める。 

（３） 子どもから高齢者までが安心して生活できる環境整備に、校区民が一体となり積極的に

推進できる場の設定に努める。 

（４） 役員・運営委員は、まちづくり実現のリーダーとなって、校区民との連携を密にし、校

区民が主体的に活動できる場を設定・支援する。 

（５） 地域の課題や校区のよさ、特長をとらえ、校区民の思いを反映したまちづくりプランを

策定し、関係機関との連携を図りながら計画の実現に努める。 

 ４ 組織構成  

総  会 

 

役 員 会 

   

                              

運営委員会 

 

 

 まちづくり 

部 会 

構成団体 

青少年育成 

部 会 

構成団体 

社会教育 

部 会 

構成団体 

社会体育 

部 会 

構成団体 

福 祉 

部 会 

構成団体 

安心安全 

部 会 

構成団体 

・町内会 

・小学校 PTA 

・団地郵便局 

・魂里団志会 

・矢上有志の 

 会 

・民間事業者 

・町内会 

・小学校 

・中学校 

・学校支援ボ 

ランティア 

・あいご会 

・町内会 

・小学校 

・書道クラブ 

・手芸同好会 

・町内会 

・スポーツ推 

進委員 

・スポーツ少 

 年団 

・町内会 

・地区民生児

童委員 

・高齢者クラ

ブ 

・児童クラブ 

・玉里団地福 

 祉館  

・民間福祉事

業者 

・町内会 

・中学校 PTA 

・医療機関 

・校区防犯パ

トロール 

・西交通安全

協会坂元支

部 

・地域安全 

モニター 

・保護司会 
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Ⅲ 第１期まちづくりプランの振り返り 

 １ 第１期の成果と課題 

  ◆ 成 果 

〇 夏祭りは子どもたちの思い出づくり・ふるさとづくりを目的として長年開催されており、多くの地域

住民が参加している。開催にあたっては関係町内会や地元商店街、若手経営者等が連携し実施している。 

〇 ニュースポーツ等を通じて、日頃交流の機会の少ない地域の高齢者と子どもたちが触れ合うことがで

きた。 

〇 女性学級や成人学級は、地域住民の生涯学習の推進に大きな役割を果たしてきた。各同好会等も、趣

味を通じて地域住民の交流の場となった。 

〇 屋外で実施されるスポーツイベントは、コロナ感染拡大の影響も少なく、地域住民の生涯スポーツの

推進に貢献した。 

〇 高齢化がすすむ地域において、住民が認知症や介護に関する知識が得られる講座は、今の社会のニー

ズに応えており、毎回参加者が多い。 

〇 地域住民の協力により、児童・生徒の下校時に防犯パトロールを行い、児童・生徒の安全が確保され

た。 

 

◆ 課 題 

〇 団地スーパー前の往来の多い場所に掲示板を設置し、コミュニティ協議会の行事等の広報を行ってい

るが、協議会の事業や活動についての住民の理解はまだ十分とは言えない。理解や関心を深める工夫が

必要である。 

〇 子育てが終わった世代のあいご会に対する関心が薄いため、あいご会の活動状況の広報に力を入れて

いくことが求められる。 

〇 社会学級や同好会等は、指導者・受講者ともに高齢化がすすみ、指導者不在や参加者の減少がみられ

る。次の世代の指導者・参加者の発掘が望まれる。 

〇 女性の就業が多くなって休日は家族で過ごす傾向もあり、土・日曜日開催が多いスポーツ行事への参

加者が減少してきている。実施競技の検討も必要である。 

〇 急激にすすむ高齢化の様々な課題を集約したうえで、コミュニティ協議会として対応可能な課題から

地域住民と共に考えていく必要がある。 

〇 防災活動は現状として各町内会まかせとなっている。各町内会の活動状況について情報交換を行い、

それぞれの町内会の防災活動に生かしていく必要がある。 

 

２ 各部会の第１期事業等の評価 

※ 評価基準 Ａ：よくできた Ｂ：概ねできた Ｃ：できなかった 

番号 事 業 名 実施部会等 評価 改廃 成果・改善・感想等 

１ 玉里団地納涼夏祭り 
まちづくり

部会 
A 継続 

 校区民が一体となり健康で明るい街づく

りに貢献できた。子どもみこしやビンゴゲ

ームにも大勢の子どもたちが参加するなど

大きな成果をあげた。 
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※ 評価基準 Ａ：よくできた Ｂ：概ねできた Ｃ：できなかった 

番号 事 業 名 実施部会等 評価 継続 成果・改善・感想等 

２ ふるさと美化活動 
まちづくり

部会 

 

A 継続 
 夏祭り終了後だけの清掃活動ではあった

が、校区内すべての町内会が参加し、美しい

まちづくりに貢献した。 

３ 広報の充実 B 継続 
 タイヨー前の歩道部に掲示板を新設し

た。他の団体からも掲示依頼があるなど、効

果をあげている。 

 ４ 

 

坂元地区青少年健全 

育成推進大会 

青少年育成 

部会 
 A 継続 

 テーマを決めて、講師に講演を依頼して

実施、今の時代の課題を認識できた。R2・

R3年度はコロナ禍で中止した。 

５ 坂元地区立志の集い A 廃止 
 中学２年生に対し青年期への移行期に際

し自覚と決意を促し、激励するための事業。

R１年度まで実施、R2 年度からは学校で取

り組む内容とのことで廃止した。 

６ あいご会活動  A 継続 
 主な活動は「歩こう会」で、計画実施はあ

いご会が主体となって行った。 

７ 
子どもと地域の方との

ふれあいの会 
A 継続 

 子どもたちと地域の方とのより深いつな

がりを目的に、異年齢チームをつくりニュ

ースポーツを実施した。 

８ あいさつ運動・表彰 B 継続 
 児童・生徒のあいさつ標語を市の募集に

合わせて、小・中学校に依頼した。入選作品

の表彰は校区文化祭で実施し、作品は校区

文化祭・町内会・学校で展示した。 

９ 成人学級・女性学級 
社会教育 

部会 
B 廃止 

 成人学級・女性学級ともにR2年度まで実

施、R3・R4年度は新学級長の不在により休

講。学級長の確保が難しいため廃止する。 

１０ 
自主講座支援（書道クラ

ブ・手芸同好会女性コー

ラス部） 

A 継続 
 「書道クラブ」・「手芸同好会」は活動を継

続。「コーラス部」は R2 年度から指導者不

在により廃止した。 

11 
校区文化祭 

A 継続 
 町内会の作品展示や舞台発表、また、幼稚

園や小学校の音楽バンドや中学校の吹奏楽

等の協力もあり有意義であった。R2年度以

降はコロナ禍で中止したが、継続していく。 

12 
玉里音頭の保存・普及 

A 廃止 
 夏祭り・文化祭等で楽しく踊り盛り上げ

て練習の成果を発揮できた。R3・R4年度は

コロナ過で中止する。現在、指導者が不在と

なり継続が難しい。 
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※ 評価基準 Ａ：よくできた Ｂ：概ねできた Ｃ：できなかった 

番号 事 業 名 実施部会等 評価 継続 成果・改善・感想等 

１３ 
関係機関との連携 

・中央公民館、生涯学

習課主催行事等への

参加 

社会教育 

部会 
A 継続 

 中央地区文化祭への出演・出展を行なっ

たり、生涯学習課の行事等にも成人学級生・

女性学級生を主体に参加に努めた。 

１４ 
校区スポーツ大会 

（ニチレク） 

社会体育 

部会 

 

A  廃止 
 H30 年度のみ実施したが、好評で楽しん

でもらえた。R1年度以降は「校区スポレク

大会」に名称変更をして実施した。 

１５ 

 

校区スポレク大会 

（ソフトバレーボール） 
 A 継続 

 前記「校区スポーツ大会」を、R1年度か

ら「校区スポレク大会」に変更した。R2・R3

年度はコロナ禍で中止した。現在は参加者

募集に苦労している。 

１６ 校区親善球技大会 A 継続 
 毎年盛大に実施、地域全体の年齢層が高

くなり参加チームは減少傾向にあるが継続

する。R3 年度には 30 回以上の出場者に感

謝状を進呈した。 

１７ 
レディース・スポレク 

大会 
 A 継続 

 H30・R1年度は「いごてだま」を取り入

れた。R2年度はコロナ禍で中止。R3以降は

「ボッチャ」に変更。今後は、参加者の確保

に努める。 

１８ 
ラジオ体操講習会 

B 廃止 
 小学校の体育館で実施。当初２年間は実

施したが、R2年度以降はコロナ禍で中止し

た。児童・生徒の参加が少ないため今後は廃

止する。 

１９ 
ラジオ体操会 

A 継続 
R2年度のコロナ禍での中止を除き毎年実

施。参加者にも好評で、定着し増加傾向にあ

り継続する。 

２０ 
中央ブロックスポレク 

大会 

A 継続 
 校区外での大会であるが、毎回参加して

優勝もしている。R2年度以降はコロナ禍で

中止。再開したら参加する。 

２１ 
子育てサロン等の 

見守り支援 

福祉部会 
A 継続 

 これまで市・市社協等の協力で取り組み

成果を上げている。引き続き充実させてい

く。  

２２ 
近所の見守り 

C 
当面

中止 

 隣近所の見守りは、高齢者等を含む支え

合いマップづくりへ移して検討するため、

当面は中止とする。 

２３ 
高齢者の見守り支援 

A 継続 
 順調に事業の取り組みができた。1人暮ら

し高齢者が増加し、対象年齢を７０歳から

７５歳へ５年かけて引き上げたい。 
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※ 評価基準 Ａ：よくできた Ｂ：概ねできた Ｃ：できなかった 

番号 事 業 名 実施部会等 評価 継続 成果・改善・感想等 

２４ 
支え合いマップづく 

り・町内会での実践 

福祉部会 
B 継続 

 目標である町内会での実践に向けて努力

中。町内会活動の充実につなげる目標で２

期目達成を目指す。 

２５ 
相談窓口体制の充実 

C 継続 
 玉里団地福祉館は、年４回の「たより」を

発行。民生児童委員には、日常的に相談を受

けている。今後は、地域福祉マップの作成を

目指す。 

２６ 
介護講習会 

A 継続 
 市社協の支援で年１回の定例化をさらに

充実する。 

２７ 

 

認知症予防講座 
 A 継続 

 市社協・市保健所の支援で定例化を続け、

充実させていく。校区コミュニティ協議会

の支援が引き続き必要。名称を「認知症の理

解と交流会」へ変更する。 

２８ 
校区防犯パトロール 安心安全 

部会 
A 継続 

 年間を通して児童・生徒の下校時間帯に 

担当する町内会が実施。児童・生徒の安心安

全が確保されている。 

２９ 夜間パトロール  B 廃止 
 R1年度まで夏休み期間中に３回実施して

きたが、問題となる事例は発生していない。

最近では生徒等の夜間徘徊も見られないこ

とから今後は廃止する。 

３０ 
街灯・防犯灯整備 

A 継続 
各町内会において市との連携が図られ、

整備が適切に行なわれている。 

３１ 
防火・防災訓練 

B 継続 
各町内会において市との連携が図られ、

各町内会会員参加のもと訓練等を実施す

る。 

３２ 
高齢者の犯罪防止 

講習会 
B 継続 

H30・R1年度に実施。高齢者に対する詐

欺等の事例が後をたたないことから定期的

に実施する。 

３３ 
青少年生活環境調査 

点検 
A 継続 

小学校と連携し、各町内会の危険個所等

の実態が把握できており、引き続き実施す

る。 

３４ 
交通事故防止活動 

A 継続 
西交通安全協会坂元支部と連携し、年４

回交通安全のぼり旗の掲出、交通安全グラ

ウンドゴルフ大会の実施で交通安全の啓発

がなされている。 

３５ 
「命」のカプセル事業 

B 継続 
R3年度校区社協と連携し実施。今後も新

規該当者（70 歳以上の高齢者等）の要望に

応じて実施する。  

７ 



３ 第１期の活動記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉里団地納涼夏祭り 

子どもと高齢者とのふれあいの会 青少年健全育成推進大会 

あいご会 坂元校区文化祭 

坂元校区文化祭 
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第１期の活動記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子育てサロン   介護講習会 

 

 

 

 

   認知症予防講座      支え合いマップづくり勉強会 防犯パトロール 

 

 

坂元校区文化祭 ソフトバレーボール 

認知症予防講座 防犯パトロール 

球技大会 

支え合いマップづくり勉強会 

グラウンドゴルフ大会 コミュニティ協議会掲示板の設置 「命」のカプセル 

ボッチャ ラジオ体操会 

子育てサロン 介護講習会 
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Ⅳ 第２期まちづくりプラン 

１ まちづくり協議会の活動方針 

（１）計画の期間 令和５年度～令和９年度（２０２３年度～２０２７年度） 

（２）まちづくりの目標     

スローガン 『 笑顔とあいさつ 未来に拓く坂元 』 

（３）実施目標 

   ① 校区民が一体となって美しい環境づくりに努め、こころ豊かに過ごせるまちづくりを進める。 

   ② 豊かな自然の残る明ケ窪・七窪を中心に、新興住宅地では味わえない自然体験活動を進める。 

   ③ 校区の文化活動や生涯学習を通して、地域文化活動の充実に努める。 

   ④ 校区民が健康で明るく、安心して暮らせるまちづくりを進める。 

（４）基本方針 

  ① 住みやすい美しいまちと豊かな自然環境の中で、自然体験活動の推進や隣近所との絆を深め、

活気あるまちづくりを進める。 

   ② 校区民が一体となり、協働の精神で、青少年の健全な育成と高齢者の希望ある生活環境づく

りを推進する。 

   ③ 変化の激しい社会情勢に対応できる資質・能力を身につけるために、地域の文化活動に積極

的に参加するなど、生涯学習に挑戦する校区民を育てる。 

   ④ 心身ともに健康で明るく、笑顔であいさつできる心豊かな校区民を育てる。 

   ⑤ 子どもや高齢者を見守る活動を推進し、安心して暮らせるまちづくりを進める。 

 

        

笑顔とあいさつ 

   

役員会           運営委員会           定期総会 
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２ 活動の体系表 

基本方針  主な活動  具体的な事業 

 

【まちづくり部会】    

 住みよいまちづく

りを目指し、子ども

たちのふるさとづく

りに努める。 

①校区活性化活動 

②環境美化活動 

③広報活動 

①玉里団地納涼夏祭り 

②ふるさと美化活動 

③広報の充実  

【青少年育成部会】   

 学校・地域・家庭の

連携を図り、青少年

の健全育成に努め

る。 

①青少年育成活動 

②青少年体験活動 

③異年齢交流活動 

④あいさつ運動 

①坂元地区青少年健全育成推進大会 

②あいご会活動 

③子どもと地域の方とのふれあいの会 

④あいさつ運動・表彰  

【社会教育部会】   

生涯学習の拠点と

して、地域の教育力

の向上と文化活動の

充実に努める。 

①自主講座支援 

②文化活動推進 

③関係機関との連携 

①自主講座の支援 

②校区文化祭 

③関係機関との連携 

【社会体育部会】   

 心身共に健康で笑

顔あふれる校区民の

育成に努める。 

①校区スポーツ大会 

 

 

②健康づくり活動推進 

①校区スポレク大会 

①校区親善球技大会 

①レディース・スポレク大会 

②ラジオ体操会 

②中央ブロック・スポレク大会 

【福祉部会】   

 誰もが生きがいを

もって暮らせる支え

合いの地域づくりに

努める。 

①子ども、高齢者の見

守り支援 

②支え合いマップづく

り 

③相談窓口体制の充実 

④介護支援 

①子育てサロン等の見守り支援 

①高齢者の見守り支援 

②支え合いマップづくりの実践へ 

③相談窓口体制の充実 

④介護講習会 

④認知症の理解と交流 

【安心安全部会】   

 地域住民が安心し

て生活できるまちづ

くりに努める。 

①防犯・防災活動 

②防犯環境整備事業 

③危険箇所点検活動 

④交通事故防止活動 

⑤高齢者等の救命救急

時の情報提供活動 

①校区防犯パトロール 

①防火・防災訓練 

①高齢者の防犯防止講習会 

②街灯・防犯灯の整備  

③青少年生活環境（危険箇所点検） 

④交通事故防止活動 

⑤「命」のカプセル事業 
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３ 坂元校区まちづくりプラン         

令和５年度（2023 年度）～令和９年度（2027 年度） 

部 

会 
構成団体 基本方針 事業名 事業内容 

事業実施年間評価 

５ ６ ７ ８ ９ 

 

 

ま 

ち 

づ 

く 

り 

部 

会 

・町内会 

 

・小学校 PTA 

・団地郵便局 

・魂里団志会   

・矢上有志の 

 会 

・民間事業者 

 住みよい

まちづくり

を目指し、子

どもたちの

ふるさとづ

くりに努め

る 

玉里団地 

納涼夏祭り 

〇あいご会子どもみこし 

〇子どもビンゴゲーム 

〇幼稚園・保育園・小学校・中

学校の演奏発表 

〇メインとなる外部演芸発表 

〇町内会演芸発表 

〇お楽しみ抽選会  

     

ふるさと 

美化活動 

校区民による清掃美化活動      

広報の充実 〇協議会だよりの発行 

〇協議会及び町内会等の掲示

板掲載による広報 

     

 

 

 

 

 

青

少

年

育

成

部

会 

・町内会 

 

・小学校 

・中学校 

・あいご会 

・学校支援ボ

ランティア 

 

 学校・地

域・家庭の連

携を図り、青

少年の健全

育成に努め

る 

坂元地区青少

年健全育成推

進大会 

〇校区民の代表が一堂に会し

て、健全な青少年を育成す

るための課題について研修 

 

     

あいご会活動 〇異年齢集団で目的地をめざ

し、交流を深めながら、仲間

づくり、体力づくりを目的に

「歩こう会」を実施 

 

     

あいご会活動 〇歩こう会では、異年齢集団

で目的地をめざし、交流を

深めながら、仲間づくり、

体力づくりに努める 

 

     

子どもと地域

の方とのふれ

あいの会 

〇地域の方と子どもとの絆を

深めるために、異年齢集団

でスポーツを実施 

 

     

あいさつ運動

表彰 

〇あいさつ標語の募集 

〇入賞作品の展示 

（全町内会、小・中学校） 
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坂元校区まちづくりプラン 

         令和５年度（2023 年度）～令和９年度（2027 年度） 

部 

会 
構成団体 基本方針 事業名 事業内容 

事業実施年間評価 

５ ６ ７ ８ ９ 

 

 

 

 

 

社

会

教

育

部

会 

・町内会 

 

・小学校  

・自主講座  

 書道クラブ 

 手芸同好会 

   

 生涯学習

の拠点とし

て、地域の教

育力の向上

と文化活動

の充実に努

める 

自主講座の支

援 

・書道クラブ 

・手芸同好会 

自主講座 

〇書道クラブ 

（第２・４木曜日） 

〇手芸同好会 

（毎週金曜日） 

 

     

校区文化祭 〇あいさつ標語の入賞者の表

彰 

〇あいご会活動・スポーツ少

年団の活動発表 

〇学習発表 

〇自主講座等の発表 

（舞台・作品展示） 

〇町内会の演芸発表 

 

     

関係機関との

連携 

〇中央公民館・生涯学習課等

の主催行事への参加 

 

     

 

 

 

社

会

体

育

部

会 

・町内会 

 

・スポーツ推

進委員 

・スポーツ少

年団 

 心身共に

健康で笑顔

あふれる校

区民の育成

に努める 

校区スポレク

大会 

〇誰でも参加できるスポーツ

を通じての健康づくり・親

睦行事 

 

     

校区親善球技

大会 

〇町内会、小・中学校教職員

との親睦球技大会 

 

     

校区レディー 

ス・スポレク

大会 

〇年齢を問わない誰でも楽し

めるスポーツ大会 

     

ラジオ体操会 〇校区民の健康に寄与するた

めの活動 

 

     

中 央 ブ ロ ッ

ク・スポレク

大会 

〇校区民の健康と外部機関と

の交流・親睦を深めるため

に行事等に参加 
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坂元校区まちづくりプラン 

          令和５年度（2023 年度）～令和９年度（2027 年度） 

部 

会 
構成団体 基本方針 事業名 事業内容 

事業実施年間評価 

５ ６ ７ ８ ９ 

 

福

祉

部

会 

・町内会 

・校区社会

福祉協議

会   

・地 区 民

生・児童

委 員 会 

・高齢者ク

ラブ 

・児童クラ 

 ブ 

・玉里団地 

福祉館  

・民間福祉 

事業者 

 誰もが生き

がいをもって

暮らせる支え

合いの地域づ

くりに努める 

子育てサロン

等の見守り支

援 

〇社協による子育てサロンの

充実支援 

 

     

高齢者の見守

り支援 

〇高齢者の見守り支援      

支え合いマッ

プづくり実践

へ 

〇支え合いマップづくりの研

修・実践 

     

相談窓口体制

の充実 

〇民生委員・児童委員の活動

支援 

〇玉里団地福祉館との連携 

〇地域福祉マップの作成 

     

介護支援 〇介護講習会 

〇認知症の理解と交流会 

     

 

 

 

 

 

 

安

心

安

全

部

会 

 

 

 

 

・町内会 

・中学校 

PTA 

・医療機関 

・校区防犯 

パトロー

ル 

・西交通安 

全協会坂

元支部 

・地域安全 

モニター 

・保護司会 

モニター 

・保護司会 

 地域住民が

安心して生活

できるまちづ

くりに努める 

 

校区防犯パト

ロール 

〇小・中学生の下校時間帯に

校区をパトロール 

     

街灯・防犯灯

整備 

〇各町内会と市と連携し、街

灯や防犯灯を整備 

     

防火・防災訓

練 

〇各町内会で関係機関と連携

し、防火・防災訓練を実施 

     

高齢者への犯

罪防止講習会 

〇関係機関と連携し、高齢者

に対する犯罪防止講習会を

実施 

     

青少年生活環

境調査 

〇市と連携し、青少年の生活

環境（危険箇所）点検調査

の実施 

     

交通事故防止

活動 

〇西交通安全協会坂元支部と

連携し、交通事故防止の啓

発、のぼり旗の設置、グラ

ウンドゴルフ大会の実施 

     

「命のカプセ

ル」事業 

 

〇高齢者等の救命救急活動時

の情報提供を知らせる「命」

（朱色）のシールを作成配

付 
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役員・部会員等 役員・部会員等

協議会役員

事務局長・書記会計

安心安全部会長

え り 子
　

弘

Ⅴ　資料

　１　第２期まちづくりプラン策定委員

　　　令和４年度の運営委員を策定委員とした。

氏　名 氏　名

北

中

園

遠

孝

啓

穂

仁

協議会会長・役員

福祉部会長

協議会副会長・役員

まちづくり部会長

協議会役員

青少年育成部会長

中

元

田

薗 由

文

穂

井

笠

岩

宮

中

森

山

田

矢

城

満

浦

毛

野

越

村

テ

和

宗

修

宗

四

ツ

男

郎

積

司

子

美

敬

一

義

協議会役員

社会教育部会長

協議会役員

社会体育部会長

まちづくり部会員

町内会長

まちづくり部会員

町内会長

まちづくり部会員

坂元小学校PTA会長

青少年育成部会員

町内会長

青少年育成部会員

坂元小学校長

田

坂

廣

松

新

迫

増

吉

亀

福

間

田

原

澤

岡

憲

昭

美

克

隆

益

る

久

歓
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男

奈

青少年育成部会員

坂元中学校教頭

社会教育部会員

町内会長

社会教育部会員

坂元小学校教頭

社会体育部会員

スポーツ推進委員代表

社会体育部部会員

スポーツ少年団代表

福祉部会員

町内会長

福祉部会員

民生・児童委員代表

福祉部会員

主任児童委員

安心安全部会員

町内会長

安心安全部会員

坂元中学校PTA会長

み

仁

美

宏

紀

己

行

美

子

原


